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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は６月定例会が開
催予定です。

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

２月定例会

　

市
議
会
は
、
令
和
７
年
２
月
定
例
会
を
２
月

13
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
田
中
甲
市
長
が

施
政
方
針
演
説
を
、
次
い
で
勝
山
浩
司
教
育
長

が
教
育
行
政
運
営
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
を
含
む
市

長
提
出
議
案
等
42
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ

に
施
政
方
針
、
教
育
行
政
運
営
方
針
を
含
め
て
、

７
会
派
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
は
、「
市
川
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

な
ど
の
発
議
案
10
件
及
び
「
議
案
第
60
号
令
和

７
年
度
市
川
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正

案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
21
人
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案

30
件
の
う
ち
、
29
件
を
原
案
通
り
可
決
し
、「
令

和
７
年
度
市
川
市
一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て

は
、「
結
婚
準
備
住
ま
い
応
援
補
助
金
」
を
削

除
す
る
修
正
を
行
っ
た
上
で
こ
れ
を
可
決
し
た

他
、
諮
問
４
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
、「
市
川
市
職
員
の
分

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
等

の
追
加
議
案
２
件
も
提
出
さ
れ
、
提
案
に
対
す

る
質
疑
の
後
、
市
議
会
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
た

10
件
の
う
ち
、
条
例
２
件
、
意
見
書
案
１
件
、

決
議
案
１
件
を
可
決
、
意
見
書
案
５
件
、
決
議

案
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
報
告
１

件
を
承
認
し
た
他
、
７
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
議
員
の
資
格
決
定
の
件
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
、
議
員
資
格
を
有
す
る
と
決
定
し

ま
し
た
。

(

代
表
質
問
は
２
～
５
面
、
一
般
質
問
は
６
～

８
面
、
議
員
の
資
格
決
定
の
件
の
詳
細
は
８
面
、

審
議
結
果
一
覧
は
９
～
10
面
に
掲
載
）

令和７年３月１日に開館した八幡市民交流館ニコット（左上：館内のカフェ）

一
般
会
計
予
算
1886
億
円
な
ど
を
可
決

市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
各
会
派
か
ら
代
表
質
問

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

◆
当　
初　
予　
算

◆
施　
政　
方　
針
（
要
旨
）

　

急
速
に
変
化
す
る
現
代
で
は
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
判
断
し
、

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
１
０
０
年
先
の
持
続
可
能

な
ま
ち
の
姿
を
見
据
え
る
中
で
、
安
心
し
た
生
活
の
実
現
に
向
け
、
格
差
の
是
正
、
腐
敗
の

除
去
、
教
育
の
充
実
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

近
隣
市
と
の
連
携
を
深
め
、「
権
限
・
財
源
・
人
間
」
を
集
約
し
た
持
続
可
能
な
京
葉
地

域
を
目
指
し
、
そ
の
中
心
に
市
川
市
が
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
際
都
市
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
恵
ま
れ
た
立
地
と
、
伝
統
文
化
や
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、「
観
光
・
文
教
都
市
」
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
魅
力
あ
る
都

市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

50
万
都
市
に
な
ら
ん
と
す
る
市
川
市
の
使
命
と
し
て
、
住
民
の
多
様
性
を
認
め
、
災
害
や

犯
罪
か
ら
市
民
の
生
活
を
守
る
「
地
域
生
活
安
全
保
障
」
の
確
立
と
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
先
駆
け
と
な
り
、
世
界
中
の
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
。

【
重
点
施
策
】

　
⑴�

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち　

新
婚
生
活
の
家
賃
等
を
補
助
、
私
立
幼
稚
園
等
未
就
園

児
教
室
利
用
支
援
補
助
金
を
第
１
子
か
ら
実
施
、「
移
動
プ
ラ
ン
75
」
の
検
討
な
ど

　
⑵�

持
続
可
能
で
安
心
・
快
適
な
ま
ち　

省
エ
ネ
家
電
・
防
犯
用
品
等
の
購
入
等
費
用
の
一

部
を
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト
で
還
元
、
南
消
防
署
の
建
て
替
え
、
八
幡
市
民
交
流
館

ニ
コ
ッ
ト
と
妙
典
こ
ど
も
地
域
交
流
館
ぴ
あ
ぱ
ー
く
妙
典
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
の
開
館
な
ど

　
⑶�

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち　

第
６
回
全
国
国
府
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
行
徳
郷
土
資
料

館
の
開
設
準
備
、
北
東
部
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
計
画
策
定
、
塩
浜
２
丁
目
市
有
地
の
整

備
、
中
山
参
道
の
活
性
化
、
近
隣
市
と
の
連
携
協
力
の
推
進
な
ど

　

我
が
国
の
学
校
が
得
意
な
「
集
団
行
動
」
的
な
部
分
は
尊
び
つ
つ
、
そ
の
上
で
児
童
生
徒

の
自
主
性
を
伸
ば
し
、
創
造
性
の
伸
長
が
加
わ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
期
待
に
応

え
ら
れ
、
１
０
０
年
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
教
育
の
創
造
の
実
現
が
図
ら
れ
る
。

【
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

令
和
７
年
度
は
、「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
・
評
価
」
の

結
果
や
、
不
登
校
児
童
生
徒
及
び
外
国
人
児
童
生
徒
の
増
加
な
ど
、
本
市
の
教
育
を
取
り
巻

く
喫
緊
の
課
題
を
踏
ま
え
、
第
４
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

【「
人
を
つ
な
ぐ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
（
重
要
な
施
策
）】

　
⑴�

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育
の
推
進　

他
者
と
切
磋
琢
磨
し

つ
つ
、
互
い
に
認
め
合
い
、
変
化
に
対
応
す
る
力
の
育
成
、
言
語
能
力
の
向
上
、
就
学

前
期
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
ま
で
一
貫
し
た
教
育
な
ど

　
⑵�

学
び
の
質
の
向
上
と
学
び
の
保
障
の
実
現　

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
を
拡
大
し
小
学
校
全
校
に
開
設
、
子
ど
も
へ
の
き
め
細
か
な
支
援

の
た
め
各
学
校
に
「
み
ら
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
、
学
校
の
事
務
機
能
の
強
化
、
各

種
研
修
の
充
実
、
学
校
教
育
施
設
や
生
涯
学
習
施
設
の
環
境
整
備
な
ど

　
⑶�

と
も
に
支
え
合
う
学
び
の
環
境
整
備　

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協
働
本
部
の
充

実
と
活
用
の
推
進
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
全
国
国
府
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
及
び
国
府
の
歴

史
的
価
値
の
普
及
、
国
指
定
史
跡
の
保
存
活
用
と
整
備
基
本
計
画
の
策
定
な
ど

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
６
・
７
％
増
の
１
８
８
６
億
円
、
特
別
会
計
は
、

３
会
計
を
合
わ
せ
て
８
０
８
億
８
０
０
万
円
で
同
１
・
３
％
の
増
、
公
営
企
業
会
計
の
下
水

道
事
業
会
計
は
２
２
８
億
５
４
０
０
万
円
で
同
０
・
３
％
の
減
、
総
額
で
は
２
９
２
２
億
６

２
０
０
万
円
、
同
４
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。


